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. 

■

.

.
' 

■ 

.

:
で
は
何
づ
れ
も
減
功
し
な
か
：？
：た
、
：そ
で
で
最
後
が
今
度

0

.取

引

所

統

制

と

な

：
っ

た

：の

で

ぁ

：る

？
，

',
'

•

V
.潞
ち
漱
亦
调
ザ
は
何
淑g
«
式
市
場
が
秦
«
餐
ま
汲
び
信
用
優
と
如
く
も
密
接
な
名
關
係
を
有
す
る
に 

一/
つ

は

米

國

に

：

於

：け̂

株
武
取
引
.の
：
仕

法

が

」

&

特
別
な
る
方
法
に
ょ
る
こ
泛
七
，
他
の
ニ0
は 

別
な
^
:の
'で
.ぁ
：る
<?
:
東
ふ
事
猾
に
歸
因
し
て.ゐ
る
0 

.

.

.

';
:
-
'
-
1
來
|

^

_

1

_

1

需

要

霍
I

株

式

市

零

ぁ

含

が

、g

«

要
素
る
棘
式
市
場
の
取
引
方
法
は
次

ぬ
.
1爲

め
.點
忙
於
ぼ
_

特
：9
轉
.

脞
を
有
も
束
必
き̂
 ̂

: 

'

■
(

1
〕，：： .：

紐
育
の
株
忒
澉
別
は
直.费

：で
而:'

%

此
<D
直
取
引
0

形
式
0

下
に
盛
ん
な
投
機
取
引.が
行
は
れ
る
こ
と
で
ぁ
る0.

兹
に
直
取 

引
^

沄
：ふ
_

;0
賣
«

#
た
も
：硿
は
明」

日
受
渡
ル
な
け
れ
ば.&
ら
：龙
.
4
2:
:と
を
谇
ふ
^

そ
.：
^

:

仲

買

人

：は

當
_

§

«

額
を
自
ら
故
替
_仑
る
办
で̂

る
が
，
：勿
論
彼
等
の
資
沩
に.は
限
鹿
が
ぁ
る
か6
自
然
そ
の
夭
部
分
は
自
已
の
責

任

农

於

：
て

銀

行

昶

他

か

あ

借

り

'愈
け
れ
ば
な
6

な
い
ゃ
目
し
て
乏
に
ょ
ろ
て
し
て
受
於
た
證
券
は
勿
.論
仲
»

入
が
保
%

し
、
又
銀
行
か
ら

:
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•
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*
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.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

議

を

受

げ

た

場

合

に

は

そ(7
>
秦

保
^

じ
允
乏
金
鈒
行
に
：差
入
れ
る̂(

苯
し
株
慣
が
卞
落;1
>
:て
客
；に

• 

.
 

*
 

.

.
 

.
 

'
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.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.
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米

國

に

於

け

る

取

引

所

淛

庇

改

正

の

槪

逋
31
:

0 

.

(
1

四
四
八)

他
賢
人
は
.こ
の
證
淥
を
處
分
し
て
そ
の
債
權
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
，。
!1
1
:際
仲
貢
人
と
銀
行
と
の
關' «
は
勿
論
^
^
に
擔
保
は
差
人
れ 

$

、
そ
れ
は
全
然
帳
雜
勘
宛
で
全
く
機
械
的
に
行
は
'れ
て
居
る
。
か
く
取
引
所
の
株
式
投
機
が
か
か
る
形
式
で
極
め
て
簡
單
に
行
は 

‘
れ
る
か
ら
.、
株
式
金
融
.に
於
^

る
資
傘
0 ;
:
需
要
は
大
取
別
所0
斯

拒

：地

柬

笱

紐

育

.に

集

：中

し

そ

れ

も

比

較

的

少

猶

の

：
 ̂

集
中
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る:0
:、そ
れ
だ
け
米
國
銀
行
の
株
式
市
場
に
：殺
じ
た
資
金
：も
安
全
於
と
沄
ふ
と
ど
に
も
な
る

，

?'
:

^

::::(ニ
)

株
式
取
引
が
翌0:
決
濟
で
あ
.る
か
ら
從
联
つ：て
又
株
式
金
a

の

資

金

も

：
コ

ス

ル

•
口

ー

ン

の

，
形

：式

で

：貸

出

さ

れ

^

:

人
は
銀
行
の
要
求
あ
れ
ば
即
時
ハ
以
前
は

1

日

以

內

、

今

良

法

：
：官

以

内

：

)

返
.還

し
.な

好

れ

铽

為

ら

な

：
い

o
.
そ
こ
^

；仲
賀
人
咏
そ
の
'日

，の
受
波
：に
應
じ
て
受
取
る
金
が
多
け
れ
ば
コ
ー
ル
を
返
還
し

> 

少

な

：け

：
れ

ば

新

た

に

借

り

人

れ

、

叉

銀

行

Q

要
求
あ
ル
ば
こ̂

..... 

.
.
.

 
.

支
挪
ふ
爲
に
他
か
ら
新
化
借
入
れ
な
け
れ
ば
な
ち
女
い
。

.
“

.

.

.

.

.

.

.

..

•;
•..
 

.
 

-
 

-
 

..
 

.

:
.;-
、撕
乂
銀
行
と
仲
質
人
と
の
關
係
は
全
ぐ
帳

f
針
算
でC

勿
論
檐
保
は
あ
る)

極
め
て
自
由
に
'貸
 

：

(
1
©

:
:

'
-
般
公
衆
黎
易
に
投
機
に
字
を
出1>
而
も
金
融
の
便
が̂

.
 

; 

•.

:

.
 

'
 '

'

の
爲
の
金
蝴
を
促
進
し
て
ゐ
る
。

一
般
公
衆
は
證
據
金
さ
へ
あ
れ
ば
容
易
：に
仲
賈
店

0

客
と
し
て
そ
.の
仲
買
店
と
帳
簿
勘
定
を
_
<
こ 

，
と
.が
出
來
今
こ
机
は
恐
ら
く
歐
洲
諸
國
に
見
务
れ
な
い
所
で
あ
る
。
又
米
國
で
は
仲
買
店
の
外
交
員
の
：活
躍
、
株
武
市
況
の
.動
靜
に 

■

劇
す
る
出
版
物
の
分
布
 
>
,仲
質
店
の
*

吿
等
は
非
常
に
自
由
に
行
は
れ
：る'
此
點
は
新
顧
客
の'撰
.擇2

細
心
な
る
注
意
を
桃
ひ
又
そ
の 

廣
吿
：の
制
眼
せ
ら
れ
て
ゐ

.：

る
倫
敦Q

#

質
店
と
.の
：間
に
.於
け
る
非
.常
な
相
違
點
で
あ
る
。
：

::,
1:

.'
■

か
く
て
紐
育
の
伸
頃
店
は
尤
も
大
膽
に
客
を
漁
名
が
而
も
仲
買
店
は
最
初
如
ら
無
條
件
に
此
の
客
に
株
式
金
馳
を
な
す
の
で
ぁ
る
。

只
證
犓
命
丈
.で
^

ぐ

帳

緙

勘

定

：で

信

用

を

與

八

る

。
，
客

は

.

i

敉
の
等
形
す
ら*

く
必
要
が
な
く
、
又
仲
買
庙
は
何
等
客
の
信
用
調 

嵛
を
名
し
な
.い
；'
0

と
れ
；又
倫
敦
の
慣
習
と
は
全
然
違
ふ
や
ぅ
で
.あ
る
。.
'
.倫
敦
の
伸
買
店
で
：は
客
が
相
當
の
資
鹿
信
用
を
有
し
自
身
で
完 

'
全
.な
廣
庙
を
ふ
：り
得
名
ふ.沄
4

證

據

：が

な

：け

れ

ば

之

と

；取

引

關

係

を

結

_

な

知
0:
:
''
#

に

建

玉

：を

：次

期

意
を
拂
ひ
、
；
出
來
得.る
：
限

：ぎ

り

買

主

自

ら

.が
：證

券

を

引

：取

^

、V
:客
自
ら
の
手
形
ヤ
銀
珩
办
ら
借
り
冬
こ
と
、を
希
望
し
.て
.ゐ
る
。

，
.：

..
 

.

.斯

ベ

仲

買

店
.：が*

の
：
證

據

金

丈

に

顧

る

^

^

0

際
に
は
仰
買
人
は
客'龜

證

を

請

汆

し
''
之
が
入
ら
な
け
れ
ば.其
の
_

玉
を
處
分
す
；る
。
相
場
騰
貴
の
際
に
は
逆
に
：客
が
利
乘
を
や
，

.

*

-

 

.•
■.へ.
.

.

-

.

.

-

.

.

.

.

•
■
,
. 

-
 

*

る
0
:
:如
く
す
れ
ば
取:3
|

關

係

：は

安

全

で

^

る
け
れ
^

^

、'
こ
0

安
全
は
相
場
を
激«

せ
し
め
.る
こ
名
に
ょ
0

て
得
ら
ル
る
：こ
と
を
忘
れ

.

.

.
-
'
 

......
 

S
 

.....
 

.

■•
•
 
■
 
'
 
.
 

•.
 

-
 

I
 

.

.

 

.

い..
 

-

て
は
な
:^
舞
^
0
.故
'|
2
:證
據
金
:$
:
唯
ー
の
賴
り
と
し
て.投
.機
取
§'
[

を

- ^
ふ
ー
こ
と
は-
^

る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
市
：場0
安
定
性
は
大
い
に
失
は
れ..る

:0
'

特
に
之
.は
强
氣
又
は
1|
氣
の
ブ
，1

ル
の
鲒
成
せ
ら'れ
る
際
に
.
^

:1
>

.^
,.
:°
シ
.
-ぺ
'
./
.
::-
-
•,
 

-
 

v:'
-!
,
.::
,
:
;'-
.
:1:
:
':
ぺ

資

'
.
'
:
.
:

ぐ'
-
--.
.
V
..V
:
へ？
：.'
:
'
.::
::...'
/:

‘レ
 

; 

ノ':
:
 

p .
'
.
.
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.

.
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.

.
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•
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.

米
國
.に
.於
け
る
.銀
行
.資
金
.が

特

に

株

式

；市

場

に

利

用

.せ
ら
れ
；
^
^
^ ̂

を
‘求
.め
；る
株
式
市
場
の
機
構
丈

■
©，

罪
で
は
な 

い
。
-,
'
:
.倚
之
女
供
膽
す
る
飽̂

及
ガ
金
融
機
權
の
掏
に
飞
仿
柱
し
た
の
で
あ
る
？
而
し
て
之
れ
又
他
國

2>
金
融
：市
@

に
，1 .
る
こ
と
の
出
麥 

セ
> ?
米
调
の
#

'0
特
異
性
で
あ
る.。
.氺
來
何
處
の
金
融
市
場
：で
も
銀
行
が
讲
の
；预
金
業
務
に
ょ
つ
て
舨
牧
じ
、た
資
金
ほ
出
來
得
る
限
.ぎ 

女
短
期
の
：偾
權
に
變
更
し
ノ
そ
の.資
產
は
之
を
流
動
狀
態
に
維
持.し
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
。
此
の.闫

爲

.に
各
國
の
銀
行
は
そ」 

の
流
動
奶
準
備
金
及
び
一
時
的
な
遊
金
を
商
業
手
形
に
投
ず
る
の
が
普
狐
：で
あ
る
。
然
る
に
細
育
の
銀
行
で
-は
此
等
の
資
金
を
株
式
取 

米
國
に
.於
け
る
取
引
.所
制
度
改-J
E

の
槪
要 

.

.
五

一

C
1.

四
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九
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..米
f

.於
け
る
：取
：钔
满
御
度
改1£
©-
*

要
'

五
：一
て
：

(

1
:四
ー
五0)

.
 

•
 
.
 

- 

■
 

.
 

••
 

•
 

.
 

...
 

,
 

...

:引

所

養
1

ら
怍
る
證
券
を
膽
保4
ず
^

コ

ー

ル

，
ロ
3

,

^

セ̂

立

著

：し

く

驚

暌

す

各

听

で

':
'->之
を
假
：'に

出

す.に
し
レ
て:%-
之
め
は
常
に
確
な
：る
制
限.を
附
す
る
0

が
常
で
あ
$

o
併

し

米

國

.で

は

株

...
 

•
 
•
 

.
 

.
 

....
 

.
 

.

.

.

.

.

. 

.
 

.

.武
取
場
^ .
ゎ
貪
'»
は

難

行

鑛

金
©

第】

：：ー#

で
あ
り
、.又
餘
裕
あ
る
廣
金.の

虫
: ^
る
放
資
物
と〗

し
て
- #

-
 

-

,
_元

棄

國
0

銀
行
は
單
獨
制
度
：を
激
用1>
從
：つ
.て
.又

他

行

と

：の

間

は

'-
1

ル
：
レ

ス

ポ

。
ン

デ

：ン

■:ト
.の
.契

約

關

係

を

有

し

：
て

.ゐ
る
が
、
そ
の 

上
^

中
央
銀
行
.が
：な
か
^

た
.
0
:
:そ
夯
で
此
等
；
.の
銀
行
'は
：特
^

流
動
性
に
富
む.今
丨
：ル
:«
ロ
：1
シ

：
の
：
中

央

帘

場

を

切

實

に

'必
要
'と
し

た
。

. 

»
.
0
準
備
制
度
の
成
立
後
で
も
地
方
銀
行
は
其
の
遊
金
を
細
育
の
銀
行
に
顼
ヶ
入
れ
る
か
又
は
コ

ー

ル
.
ロ

1

ン
と
し
て
貸
出
し
て
之 

:を

そ

の

：準

備

金

と

し

て

态

た

。

之

.を
«

つ
た
鈾
育
0

銀

行

で

は

：更
1に
之
を
.そ
0

他
0

資
盗
^

場
吃
放
出
し
な
け
れ
ば
荩
ら
な.か

つ

た
.:
0

匆
論
米
國
^

銀
行
は
、そ
の
傳
銃
的
政
策
と
し
：て
は
先
づ
其
(0
資
金
を
取
引
先
(0
要

求

：
に

應

じ
 

.

.て
貸
出
し
、
尙
餘
剩.あ
る
時
に
之
：を
株
式
市
場
：に
放
卞
す
る
を
常
i
L
'
H 

れ
た
る
もQ

.

が
必
ら 

.ず
1>
も
顧
容
の
*

求
に
應
じ
.食

後

の

議

り

と

：は

娘

ち

な

い

：。

第

一

ベ
銀
行
は
侗
時
で
も
囘
收
し
得
る
資
金
を
常
に
準
備
命
と
し
て
有
し 

て
：ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い,

第
I

E

銀
行
の
願
客
自
ら
：が.伸

賀

人

矣

る

：
こ

と

：
が

あ

ぶ

*

赞
に
株
式
帘
場
の
金
利
高
含
場
合
に
'は
時
に 

:

之
に
；誘
，は
れ
る.こ
i

も
あ
る
？
從
つ
て.銀
行
の
、資
金'は
自
然
; #
式
帘
場
^

揆
ぜ
ら
れ
.る
'の

令

尙

米

國

：の
.
株

式

市

場

に

資

金

を

出
 

す
も
の
.は
單
に
銀
行
丈
け
で
は
な
い
.々其
他
信
託
會
社
、

：

保
險
會
社
、.事
業
會
社
も
.

1

時
的
資
金
に
餘
剩
あ
る4
き
'は
好
ん
で
株
式
市 

場」

：に

放

季
’る
の
'で
あ
..る
。

:

ゾ
：

ン
.
丨

'

然
.ら
ば
何
故
.に
從
來
米
國
2>
金
融
市
場
に
は
株
式
市
場
が
發
達1>
て
割
*1
|

市
場
が
發
達
し.な
'か
っ

自
足
|

^

あ
'つ
：た
：0.
中
部
西
部
；が
開
發
せ
ら
れ
る.や
ぅ
に
な
0
.
て
：
か

ら

も

此

め

：
爲

捽

特

に

必

要

：と
：す

る

資

金

：
は

長

期

の

も

の

で

、

 ̂

券

を

發.行

--
1
>て
：：之.を

調

達:1
>
た

：
の

〔

で
.：あ

：
る

。
0
其

：の

爲̂
は
多
く
の
薪
證
券
が
發
行
：
¥

ら
れ
，
鸟

で
あ
る
タ
從
つ(

て
.之

に

，
は

又

必

然

的

牝

0
:薪
證
券
玄
擔
保
如
し
で
金
融
：の
便
を
觀
ざ
逾
と
が
絕
對
必
要
と
な
つ
た

P 

.所
が
商
業
金
融
共.
 

の

他

の

：
字

形
.取

引

は

：ど

ぅ

か

と

m
:

ふ
と
V
ベ
米
國
は
英
國
と
異
つ
て
外
國
貿
易
に
倚
る
こ
と
が
甚
だ
少
な
い
。
爲
に
手
形
に
ょ
っ
て
貿
易 

金
：融
の
：便
を
故
を
必
要
も
少.汝
か
ク
た
タ
# -
'
少

あ

ゆ

た

に

し

：
て

も

>

丢

の

爲

の

：：商

業

倫

馨

割

引'し

た

ガ

：が

遙

に

安

..v>
資
金
が

雷

れ

た

の

で.あ
％

:

: 

,

,
■;
v
r-
.
，
へ

 

' 

.:
兹

に

於

：
て

和

米

«

の
銀
行
ぼ
手
形
以
外
の

)

何

物

：に

か

其
0

資
金
ゐ
辅
用
法
を
求
め
故
け
れ
ば
な
ら
な
.い
？
而
も
當
時
米
國
で
求
む
.る 

資

金

：
の
：用

：途

は

株

式

金

融

で

'ぁ
0

だ
タ
而
^-
銀
行
の
營
業
資
金
呔
頌
金
釤
以
つ
そ
吸
收
し
た
も
.の
で 

■
な
すM

と
は
出
來
な
い
,0
:祐
つ
€

_

で

篇

：め
で
短
期
出
來
得
る
な
ら
ぱ
树
時
と
雌
も
闾
收
し
#

つ
.：

た
;:
0

-
八
；五
〇
雜
代
に
於
け
る
米
國
銀
行
業
者
の
此
の
.要
望
こ
そ
則
ち
紐
育
の
株
式
取.引
所
の
取
引
仕
，法
をし

て

他
國
に
類
の
な
い 

翌
；9
受
渡
方
法
ー
.本
と
な
：.1
>
た
办
^

あ
：‘る
,<
>
:
:此
故
ぬ
紐
育
の»

式
# :
場
.が

,不

可

分

の

關

係

：に

あ

0

た
は
吏
迄
株
式
投
機
の
鎬
の
み
セ
な.い
.。
：同
國
の
金
馳
組
織
の_

_

が
ら
來
.て
'ゐ 

株
^

^

所

は

玄

婼

相

結
.食
1;
そ

礙
_

櫸

的

^

同13
,
.の

金

融

組

織?:
,
作
<>
.
:て

が

た0 ;
で

あ
'る
0
. 

V

へ
：：
.ざ

り

：
な

が

ら

銀

衍

：が

預

金

に

ょ

づ

ゼ

咴

驭

:
米 
_

に
龄«;
:
る

取3 1

跅
，制

顏

猝

の
«

敷

5
1
11

c

l

ra
s

i

v
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'

:

米

國-|-
於
：，け
.
.;^
取
£/
|

所
.制
..度
改
正
：
.の'
:槪

趣

3£
四
.

：
：2 -
'pu
;

5:
a 

金
.の

第I

一
：線

と

す

る
''こ
と
は
、
之
れ
來
國
金
融
市
場
全
般
の
安
金
性
を
し
.て
株
式
金
徹
の
流
動
性
と
安
全
性
に
依
存
せ
し
め
：る
^
の
で 

:
あ
る
。
：則
ち
株
式
市
揚
め
施#

が

直

ち

に

金

ー

醫

場

办

流

動

性

：

^

安
全
性
を
龙
右
：す

冬
.^
の
と
し
七
從
來
識
者0
非

難

を

：免

^

な

か

つ 

ー
: «
'

し
撒
^

^
場
は
動
播
の
|

^

^

_

0汝
安
靡
性
を
缺
く;'
;0

特
^

^
行
が
^ :
.
1
:ル
：
を

：闾

收

せ

ん

：ど

す

^

ば

.賈

方

は

其

の 

.實

舊

猓

式
,-
0
|
3
:却
5:
餘
儀
：な
く
さ
れ
る0

そ
の
た
め
^

相
場
は
益
^-
卞
落
す
^

か

ら

資

金

办

囘

收

が

出

來

な

く

な

る

の
：：

で
，
あ

；
る
P

而 

B

*t
實

際

飱

ん

ど

汎

、
て
；
の
：金

_

恐

慌

は

胬

金
^ :
ょ
->
>
:で
'吸

收
:1
,
た
§

:

を

«

ち 

ち

生

ず

：石
：：'

，一
偶

々
_.
:〔

九
0

七

年

：
に

於

け

名

米

_

の
金
融
恐
慌
は
同
國0
金
.融
市
埸
を
全
面
的̂

改
善
す
る
.の

'.
，や

て

掛

來

：た

：の

^

r

九
4

兰

年

杧

成

立
.
^
た

現

行0
:聯

邦

準

備

金

：：の

制

度

で

あ

0

た

々

而

し

て
^

の
制
度
は
從
來
銀̂

が
其
の
營
業
資 

金

：の

利

：用

を

株

式

市

場

. ^
«

^

7
:殊
^

そ
の
，コ
。'!
■
:
ル

，'«
:1
!

ン
を
以
て
；銀
行
準
備
金
：の
：第| 
l

M'i
u

た
こ
と
を
以
ク
て
銀
行
營
業
の
流 

:動
性
士
|

金
性
失
：は
-1
>
.む
：る
重
夭
な
洛
欠
陷
た
る
こ
ふ
を
指
摘
し
、
:'
而
も
來
國
の
銀
行
が
か
か
る
危
險
を
敢
へ
て
胃
す
は
、
他
に
銀 

狩
が
典
め
營
業
金
馨
利
用
：じ
得
る
现
想
的
_

的
物
則
.ち

商

業

手

形

：と

夸

の

割

引

：市

場

が

存

在

し

か

い

こ

：と
，
に

歸

因

す

る

も

の

^

大

體

次0
:如

：含

改

：正

：
を

試

み

た

の

で

あ

：

.る
0
';
'

-

、..；
：..

ン
.

:

一

 

へ'
'
:
.
:
'
.
'
.
. 

;

ウ'-(

ー
：

)

新

ー

に

鲥

引

茆

場

を

興

し

、
：
_

:
'(

1
:
1
0從

來

の.如
<

銀

行

が

共

の

資

金

を

株

武

市

場

；に

放

：下

す

る

：を

防

业

：：す

る

.爲
め
ぅ
聯
^

^

備
銀
行
が
合
衆
國
政̂府̂
 ̂

の

有

價

證

券

を

保

有

し

又

货

賣

貢

す

：る

目

的

ぞ

以

：
っ

：て

發

行

叉

は

振

出

さ

：れ

.た

る.手

形

其

他0
:證

券

：
の

蒋

割

：引

を

^

す
；
こ
と
を
禁
じ

.

妍

：の.加
く
聯
邦
準
備
金
制
度
は
始
め''
ib

飯
行
が
其
の
資
金
を.株
式
投
機
に
利
：用
ず
る
：こ
と
を
防
止
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

.つ
た
。
'
 

け
れ
ど
^
錄
ぬ
述
べ
た
や
ラ
に
鈕
育
株
式
取
引
所
の
授
機
取
引
の
任
法
は
豐
廣
馨
资
金
办
利
用
が
可 

タ
に
出
來
て
ゐ
备
？,-
-從
っ
て
.聯
邦
準
備
金
制
度
が
眞
杧
以
上
の.目

的

を

達

ぜ

ん

：
と

す

る

然
ら
ざ
れ
ば
投
機
取
引
を
阻11
1
し
な
が
れ
ぼ
&.
ら
な
^

。
':
:
'
而

も«
敬
00
.聯
邦
準
備
金
制
度
比
取
引
所
法.に
關
與
；す
る
所
が
な
が
っ
憨

....

 

. 

' 

■ 

•

.

■

:

加
之
永
平
の
f t
潜
.の
.久
1>
き
、_

ゎ
取
引
所
取
引
O'
仕
法
^

は
何
等
變
は
る
所
が
な.か
っ
た
。
則
ち
時
の
聯
邦̂
備

制

度

.は

聯

邦

準

備
銀
行
：が
投
機
資
金
を
佻
與
す
る
こ
占
は
禁
止
し
た
け
机
ど
も
、

*

加
明
纖
行
に
就
い
て
は
余
ふ
所
が
な
か.っ
知
^

. 

■
 
.
 

-
 

•
 

.

は
其
0

手
持
政
府
證
券
を
檐
保
：と1>
:

て
_

靈

行

：龙
け
借
表
作
、
そ&
資
金
を
投
資
市
場
ぬ
投
ず
态
こ̂

が
出
來
た
の
で
あ
る
？ 

於

泛

紐

育
(0
銀
行
が
株
式
市
場
に
放
下
す
を
資
金
办
高
ば
減
じ
な
'い
0

み
な
&'
ず
>'.1

九
--
-

5

^

•' 

•
 

V 

.

、そ
の
額
が
十
億
難
か
ら
增
堋1>
-
て
<
十
31

:

動

の

；宜
額
に
達1>
於
の
セ
あ
る
？
此
間
聯̂

^
備
局
は
一
九
：

I
.

九
丨
一
九
コ
一
年
に
到
る

間
^

加
盟
銀
行
.に
對
1>
て
棘
式
市
場
.に
.過
度
：の
！1
;出

を

成

ざ

，
る

樣

繰

返

1>
.瞥
吿
し
で
ゐ
る
タ
例0

^

九
，：

一
。
九

苹

七

月
.に
，
は

準

備

局

は

次
の
如
く
一K

っ
.て

ゐ

令「

幾
度
び
級
的
返
し
て
へ
も
ょ
い
と
於
は
我
於
聯
邦
^

備
制
度
の
資
金
は
如
何
な
ふ
意
味
に
於

•
 

.
 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

••

..
 

'
,
.

 

'
 

•

爲
に
.ff
l

b
:̂
:

る
可
费
冬
の
.

で
：：

な
5

^

加
盟
銀
往
.は
借
生
に
資
金
泠
融
通
を
擴
張
せ
ん
：と
す
石
時
^

は
宜
し
ぐ
£̂
^

"
あ
"る
S

而
し
て
此
ー
の
を
士
は
再
空
繰
り
返
へ
さ
れ
た
9

で
^

る
：9
K

M
交

-
さ

一

八

年

聯

邦
_

備

局

ば

銀

：！

^

の
：貸
出
高
が
證
券
の
投
機

.
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•
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.
■
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.
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'
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取
引
：&
沽
曜
占
共
に
隞
臈
し
づ̂

あ

り

と

知

：
る

や

、
例

^

ょ

り

金

利*3
|
^
^
ょ
づ
て
防
止
せ
ん
と
し
たo則
ち
細
育
の
.準
備
銀
行
を
し
て
：
 

ム

.米
_

に
.於
け)

る
取
引
所
制
殷
改
茁
の
豳
耍.
 

五
： .

五
，
:

(
4

四
.五
：三)
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米
國
に
於
け6
取
引
所
制
；度
改1£
の
：概
耍 

.V
-

 
.

2»
.
.

六

：:
2

四
五
四)
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:

同
年
虫
华
期
に
於
て.1
1
:

涵
の
利
子
扑
上
を
な
し
三
分
被
盧
を
艽
分
と
.な
し
た
タ
而
も
ヒ.の
，利
^

を

阻

止

管
.と
と
が
出
來
な
か
つ■

，
が
か
る
*if
,
•

の
下
に
一
九
二
九
年
に
入
り
で
は
こ
办
爲
め
^
他
办
產
業
ぼ
對
す
る
費
金
の
諷
達

.

.

.

.

.

.

.

.
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表
闲
難
-U

な
る
や
聯
邦
準
備
局
は
金
利
引
上
政
策
ょ
り
,
步
を
進
め
て
所
謂
直
接
願
：迫

(
D
i
r
e
c
f
.
:
p
f
e
s
s
:
u
r
e
)

‘
の
政
策
を
採
：つ
た
の
で
ぁ 

る
。V.

則
.ち
--
:九
-:
九
年
二
月一 ;

言
準
備
局
は
凡
て.
^

贷

付

を

鮒

持

す

る

目

的

を

以

：つ
：

.て

資

金

を

琳

む
?»
:

%-
:の
^

對

し

尤

は

準

備

銀

行

は

搏

割

引

，の

.利
便
を
拒
否
す
可
き
こ'と
.を

勸

告

.し

た

の 

で
ぁ
：f
.
;け
作
ど
も
聯
邦
準
備
銀
行
は
加
盟
銀
行
：が
法
定
.の
：證
券
.を
提
供
し
て
被
割
引_

む
る
際
に
之
を
拒
否
す
る
權
限5:
'
有
し
な 

い

％

又

か

か

：
る

信

用

拒

否

'に
ょ
つ
て
齋
金
を
他
，の
產
業
に
向
け
ん
と
す
^>
.
準
備
局
0

政
策
は
効
果
&

<,
^

贫
|
|
に
副
は
ざ
る
も.の
'
と

し
.
 

た
，

否
寧
.ろ
金
利
の
^|
上
げ
こ
：そ
過
當
投
機
を
抑
制
す
：る
.最
良
0 ,
手
段
と
1>
て
^

の
引
上
0 :
許
可
を
§

5 -
備
局
に
.要
求
し
た
0

ぞ
 

準

備

局

は

金

：利

引

土

に

：ょ

る

投

機

の

# :
爾
0

効
栗
を
信
钯
ず
寧
：ろ
之
が
た
：め
：に
茈
當
が
を
目
的
の
：爲
に
す
：る
資
金
：の

要

聆

が

阻

-1
1;
'
せ
ら 

れ
る
：.こ
：
と

を

恐

れ

た

o 

::か

ぐ

て

聯

邦
_

備

局
0

直

接

踮

迫

：の

政

策

：
は

.同
年
九
月
.ま
で
繼
續
さ
れ
た
：が
；、
：八
月
に
は
紐
胄
の
金
利
を
六
分 

に
^|
上

：げ

る

着

と

：を

承

誡

：
し

た

办

で

ぁ

本

0
;
_
の

如

ぐ

從

來
0
:
銀

行

法

办

に

對

し

」

て
；
も

そ

.
の

政

策

に

追

隨

す

る

.こ
と
^

强
制
す
る
こ
'と
が
出
；來
な
い
爲
めfc
その

：：

政

策

は

大

：
な

る

^
5
^
を
擧
げ
.得
な
か
0を

.
0

現 

に
±

院
銀
行
委
員
會
が
最
大.の
_

備
銀
行
の
~*
^

其
や
如
何
な̂

货
出
に
就
い
：て
見
各
も
殆
ん
ぞ.ブ
o

盟

：銀
‘行
^,
救
援
及
び
.切
成
す
る
爲̂

な
.ざ
れ
た
も
の
：な 

く
、
.
否
殆
ん
ど
そ
の
凡
て
は
比
較
的
大
な
る
加
盟
銀
行
に
對
し
投
機
取
引
の
爲
に
現
金

5:
以
っ
て
な
し
た
る
貸
付
で
ぁ
づ
た0

.
以

上

は1
:

九|:丸

年
よ
り
：|.
九
一」

|
九
苹
に
到
る
筠
の
聯
邦
準
備
局.の
株
式
市
場
に
對
レ
で.有
^

^

の
犬
要
：で.あ
も
が
、
之
を
要 

約

す

れ

ぱ

結

局

左

：；の

1
:
|つ
‘と

な

る

：の
，
で

.あ
る
，

.

卜

.こ

1

、
銀
行
信
用
は
投
機
の
自
的
に
利
用
せ^:-
る
可
^ .
で
な
い
。$

し
«

<.
:̂
>«

ぐ
ず
る
晬
は
商»

エ
業
_

帶
の
瓜
耍
と
す
る̂
^

--

の

供

給

に

不

足

を

生

じ

、
、
且

つ

そ

.：の

利

子

を

高

か

ら

：
し

む

る

.か
ら
で
.あ
る
？ 

：f
.

一
一
，'

聯
^
^

金
制
度
は
投
機
者
流.に
：信
用
.を
與
へ
る
目̂.

に
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
，
.な
い
。
從
つ
て
其
の
目
的
に
利
用
す
可
き

此
0 :
_

邦
準
備
局
の
見
解.の
外
に
、.
.
.

上
院
議
員
を
主
左
す
る

「

部
に
は
投
機
取
引
に
對
す
を
傅
統
的
の
：排
擊
思
想
：が
あ

'る

？

：特

に

此 

の
傾
向
を
嵌
も
よ
ぐ
表.は

：じ

：て

ゐ
.る
^

は

前

述0:
:

委
.員

會̂̂ 

つ

の

ヒI
リ
ン
グ
に
於
け
る
空
氣
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
全 

く
投
機
取
引
贮
對
ず
る
審
問
的
，
糾
彈
的
、
庇

雛

籍

議

に

篆

始

し

：て
ゐ
る

0;

.'
':
:.
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以

下

新

制

度

：に

於

：け

る

信

用

に

'ょ

谷

投

機

銃

制

；
の
：
大

.要
釔
敏
述
す
る.<

.

.
四
い
投
_

資
金
0

供
給
及
び
需
要
忙
對
ず.る
制
限
^
;

從

鎌

邦

準

備

法
^

只

銀

行

：
の

雜

式

市

場

に

«

ポ

各

璧

用

ぬ

供

與

に

：
對

じ

.て

：の
：
.み

銃

：制

を

加

へ

て

ゐ

た

。

»'
し

そ

れ

も

漸

に

述

べ

た
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備

法

を

聯

邦
&

備
銀
行
が
加
盥
銀
行
瘍.し
セ
聯
^
^

公
債
以
外
：の
證
券
を
檐
保.と
す
る
貸
出
を
禁
止
.し
た
の
で 

o

た
:0
し

か

し

前

：に
：
述

$

た
^

ぅ
に
加
盟
銀
行
：議

債

薇

保

：と
し
て
借
入
れ
る
こ
と
が
出
來
た

.の
で
あ
.る
？
現
£

1

九
年
に
は 

-

と
0

禪

の

、
貸

出

高

は

聯

邦

&

備

銀

：行

が
3
^

上
許
さ
ル
た
：る
證
券§
割
引
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よ

ざ

貸

出

高

：
に
：
ほ

6

接

近

し
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に
ょ
つ
て
紐
胄
の
大
銀
行
は’自
出
に
株
式
市
場
に
投
资
す
る
こ
士
が
出
來
た
。
茲
に
於
て
一
九
三
三
苹
の
改
正
銀
行
法
は
次
の
如
き
方 

.

法
に
ょ
つ
て
投
機
資
金0 .

供
給
を
統
制
す
る.

こ̂

>

-1

.
た
: 0
:

.

,

复

1:
:}
::

縱

璐
_

.<
0
則
■

容

報

袅

聯
邦
準
備
銀
行
は
證
券
商
ロ
叫
又
は
不
動
齑
等
の
投
機
の
爲
に
銀
行
信
用

*^
過
度
に
利
用
せ
ら
れ
居
る
こ
と
な
き
や
を
確
知
す
る
爲
に 

各
加
盟
銀
行
わ
し
て.各
#

^
0:
貸
出
及
び
投
資
0

ザ
般
性
戴
及
1

額
を
報
齿
せ
し
め
、
：
準
備
銀
行
は
.こ
の
報
吿
を
奪
旗
し
て
資
余
の 

«

出
の
|¥
否

：を

決

ず

可

き

'̂
:

の

ゼ

ぁ

凑

。
ュ

細

盟

銀

行

に

：じ

弋

不

當

の

#

出
し
：を
な
す
も
の
ぁ
る
時
は.聯
邦
準
«

理
事
.會
は
瞥
吿
を
與
：
 

:

へ
-

尙
之
に
從
ば
ざ
る_

ば

之

に

對

し

セ

_

邦

準

備

制

度

に

3:
';

厶
信
用
を
與
ふ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ'と
が
出
來
る
。
、

,

'
.
V

■■
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■

ぶ

i

ニ「

加
盟
酿
行
の
_

券
檐
保
の
貸
出
高
を.
^
^
 

- 

•

'
」

聯

邦

_

儆

理

事

局

ば

聯

邦

準

備

地

區

» :
阳
#
.
の
地
.區

め

於

：け
.る
辛
銀
行
が
株
或
足
は
社
債
を
蟛
保
と
し
セ
^

；

銀
行
の
資
_

及
び
積
立
金
に
對
す
な
割
合
を
以
つ
て
定
め
る
權
限
.を
有
す
る
。.
又T

銀
行
が
1
人
に
對
す
る
か
、
る
貸
出
高
は
其
の 

銀
行
，0
資
本
及
が
積
立
金
總
高
録
？割
を
超
ぇ
る
を
許
さ
な
い
-0
.

(
m
)
'

V
銀
行
は
政
府
：及
び
地
方
團
體
わ
發
行
す
る
以
外
の
：證
翁
ヒ
奸
受
ぐ
る

^

.
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四
^

加
盟
_

^ '
_

株
關
係
に」

ょ
.つ
ぞ
_

豸
*

^

に
#

#

す
ふ
^

と
を
^

ぜ
ら
が
%

則
ち
從
來
銀
.行
の
.中
に
は
自
己
の
資
金
を.

姐
ク
で
證
券
會
社
支
設
立
し1
:
之
把
餐
金
を
供
給
し
て
證
翁
業
務
：を
行
は
し
て
ゐ
る
も
の

)

が
甚
だ
多
か
0

た
。
：4
:
九
三
.三
年
の
銀
行
法
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.
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-
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鋇
衍
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:證
#

會
社
：せ
資
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淇
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經
營
を
共
忆
す
る
- &
'-
<
!
:宏
許
さ
な
ぃ:0
.
:
則

ち

加

盟

銀

行

め

株

式

は

直

接

又

は

間

接
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他

の

會

社

,
:

の
株
式
を
代
表
：す
名
を
許$

な

ぃ

。
_
:
又

瞭

則

と

' ^

丈

.
證

券

業
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に

观

事

す

；
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會

社
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；：役
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傯
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す
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な

い
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1

銀

行
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^

る
事
業
生
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伸
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又
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代
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^
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員
^

通
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て

有

價

證#
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寶

賈

取

引
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行

：ふ

：プ
：
ャ
；

.
-ヵ
；1
又

は

デ

ィ

ー

「

ラ
"
1
は

加

盟

銀

：行

及
：び
聯
邦
準
備
局
め
公
認
し
た
る
非
加
罾

«
«

は
^ -

か
ら
ほ
双̂

|

所
に
登

_

^

た
る
證

#

を

檐

保

と

，
し

.

て
其
の
業
務̂

必
罾
な
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. 

..
 

.

.

.

.

.

.

.

、を
借
入
れ
る
こ
と
を
紫
止
せ
ら
れ
て.ゐ
る
。
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以
上
は
取
引
所
の
爲
に
す
る
資
金
の
供
給
に
對
す
る
制
.限
で
^

る
が
、.
新
制
度
.袖
尙
そ
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方
面
に
對
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；
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^

^

^
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^
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が
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取
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す
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證
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友
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が
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す
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猶
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あ.

る
。

,

■■
•

:

'

.

_

:

.

§

の

雙

又

：は

賛

持

：
の

爲

私

信

用

: |
:

過
：度
に
利
用
す
る
を
防-1

1

1

す
_

^

-

/

米
國
ゅ
於
け
名
取
切
所
制
度
改
茁
泠
概
要
：
.

.

'

::
;;
'
3£
九

-.

/
r

H
-
ハ
 

u
 

,
i^
2
rl:
j
l!:
l
.
l̂;
.
^
.
H
'i!
!
Q

I!

n
-
s
i
l
-
f

:-.1._

——

-1
-g
. 

l
--:
-
=
..'-
.
n
1
J
-

.

. 

■^5̂
-
g
-
1

3

-
5

-
"
I
-
r
u
r
e
.
.
.
.
j
.
l
m
_

-l
-
-
n
-
'.
.
1
T
n
l
.
u
w

,l
-
.
r
.
n
l
>
T
r
u
J
r
-
;
-
r
-
—
J
—
'
-
H
I
.
1

-
-
.
, 

.
-
-
.

-i
p

! 4

;
-
- 

-
B 

-
~
r

5
-
.
.
:
J

「

：「

_!
.
:
.
-
-

_-
-i
.
-
.
-
-
-
p
-
r
. 

J

，
-3
.
.
=
- 

= 

-

「

,
f-l
.
-
^
g
w
I
t
l
m
-
J
-
n

-t
.l
-
l
v
u
.
-
?
s

?.
-:
s
*
n
*
<
3

f

g
M
r

=l
<
l
v
n
g
i
t
1
.
T
t
l
:
l

i:
_
l
n
f
-
n
i
=
3
l
n
w

嚼

悉4

廣

^

^

嘗

ぎ

嗔

霉

属

^

资

齋

奪

S

J2̂
 茨

舞

货

容

*5k
 
ぶ

c



米
國

.

に
於
け
.る
取91
所
制
度
改
‘
正
の
槪
要

 

六

〇

0 

- 

§.

A

0

. 

V
:
:
: 

. 

- 

' 

■ 

■

.
 

» 

.

.

ら
れ
た
る
凡
て
の
有
價
證
券

(

例
外
規
定
.あ
る
證
券
を
除
く〕

.に
對
^

て
與
み
る
信
用
姣
額
に
對̂

て
規
定
を
設
ぐ
る
こ
^
^
な
づ
て
ぎ 

る
o
.'
-:;此
際
#

、
る
證
券
^

對
し
：てf t
勒
.に
興
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- #
用
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1

ケ
年
杞
於
け̂

最
«

代
^
^

:
:
.

此
: 0
證
據
金
_

の
：
檩

難

：に

關

す

名

規

萣

は

國

民

株

式

取

引

所

の

#

員
又
は
：か.\
:

る
會
員
を
通
し
弋
證
券
賣
買
業
を
營
む
オ
ロ
：

1

力
ー 

又

は

：
：デ

ィ

ー
.'ラ

 

が
#

託

考
1

對

し

又

：は

委

託

者

&

爲

：に

興

ぶ
.る
信
用
に
亂
す
る
制
限
兮̂

信

用

真

？
へ
へ
る
者
が
か

.

〜

る
株
式
金
融
を
行
ふ
際
に
も
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
？
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此

：：の

論

據

金

；の
：

1

ぬ
自
動
的
に
蹿
カ
牲
に
貧
む.：や
ぅ
^

出
來
尤
.ゐ
±
、
證
券
相
場
淤
俾
い 

い
時
に
は
證
濺
缘_
が

引

：上

げ

ら
.昨

て

投

機

：取

引

：
を

：防

止

ず
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來
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ゐ
ー
る
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證
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率

枕

傲

乂

、
、
；特

に

代

*

0 .
騰
貴
し
た
も
：の.に
.は
高
き
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據
金
率
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す
る
こ
と.に
な
つ
て
ゐ
る0
-
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後

に

：
此

：
の
：
證

據

金

制

度

は

値

上

り

の

場

合

に

'利
乘
を
行
ふ
こ
：と
を
制
眼
し
、

「

又
値
下
り
の
時
は
買$
を
强
制
的
に
處
分
せ
ら
れ
る.

.

.

.

•

.-
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■

 

■

 

-

 

....

を
防
ぐ
と

と

が

出

來

る
0
ハ_例
':
-

ば

或

採

式

の

，
相

場

が

最

低

^

礎
を

，ー、0
: 0

と

し

で^

人
高
を
讀
伽
す
る
-こ
と
が
出
來
な
い

。

同
じ
や
ぅ
に
一
八I

一
が
一
.
一

一
一

一
一

一

と
な

つ

て
も

追

證
を

請
求

叱

ら
れ

る

こ
と

が

な
い

か
ら

、

强

制
 

的
に
實
證
券
を
處
分
せ
ら
れ
る
こ.と
は
な
：い6
ン
現
茌
次
ば
信
用
許
與
：の
最
高
額.は
證
#

の
一
時
價0
四
割
.五
分
と
：せ
ぁ
れ
：て
ゐ
る
。

.
自
曲
主
義
的
奴
資
本
主
義.の
最
も
大
為
名
功
績
は
社
會
夂
最
も.必
要
と
す
る
所1
:锻

: 0
^

叉
缺
陷
亦
適
者’に

ょ

ク

文

最

も

早

.く

最

も

--

嵐

切

に

充

：
た

さ

れ

る

と

；云

ぶ

?:
-
;2
:
で
.あ

ら

ぅ

。
各
ー
こ
：
で

最

も

辱

く

此

，
の
，必

敷

.と
缺
陷
を
知
る
も: 0
、
之
を
除
去
し
て
世
人
に
滿
足
を
與

•
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f

/
'へ
得
'る
も
：.の
へ
ゆ
勝
ち.、
然
ら
ざ
^

體

を

利

す

：る

こ

と

1
>な
'る
と
会
ふ
の̂

あ
.
^
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-

 

..べ
^
.
\ダ
ィ
ヤ
モV

ン
.ド
を
.認
識
'1
,
得

，る

能

カ

あ

：る

者

^

'
河
#

の
#

利
0

内
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ダ
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f
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モ
ン
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を
發
見
し
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と
す
る
な
れ
ば
そ
れ
は
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'彼
を
利
し
文
.豐

利

す

る

び

あ
.ら
ぅ
？(

2
.
>其
の
秦
價
を
認
識
す
る
施
カ
な
：き
無
智
&
:遞
人
の
：.所
有
す
'る
グ
ィ」

ヤ
：モ)

ン
>

を 

り
■と
欺
き
'.又
は
故
奪
^

第

三

者

を

，
し

て

稱

さ

レ

め

て

±

を
安
べ
«
取

つ

た

气

又は
，

自
Q

の
有
す
る
㈣

⑩
の
•ク

ィ

ヤ

や

ン
ド
を
自
ら
又 

は
第
.

111

者
.を

し

一

て

眞

品

な

々

と

.宣
傳
定
し
め
之̂

他
人
に
高
マ
曼
付
く
る
の
は
詐
欺
の
行
爲
で
あ
ら
ぅ
。(

3
 )

自
己
の
持
物
が
ダ
ィ
ヤ 

,
•&
ン
ド
M
Hる

こ
と
を
知
'.ら
：な
^

者
か
ら
、
'ダ
イ
„

ン
.卞
.，た
る
..こ
^

^
知
る
.者
亦
之
^

捨
植
;-
£

貝
取
る
=は
^

欺

的

行

，爲

で
.は
，
な

.
い

と

す 

.
る
1

社
會
的
逭
德
的
.に
非
_

の
餘
她
は
あ
：^
乍
あ
.ら
.ぅ
-0
以
法
ニ
者
龙
典
に
启
己
の
才
能
知
識
の
利
用
に
ょ
つ
て
自
分
を
利
す
る
も 

、の
で
あ
る
け
怍
ど
も
其
の
社
會
的
批
刺
ば
自
ら
異
な
ら
含
る
を
得
な
い
。

',
.

第

V

一
 

：

の
場
合
の
行
爲
は
自
己
を
も
又
は
社
會
を
; ^

利
す
名
、

1

1

1

1

1

1

1

1

^

'.せ
，ら
务
可
き.
1
|
#を
含
ん
：で
ゐ.；る
遂
等
の
：事
柄
は
も
し'凡
て
の
人
が
其
の1:
價
を
認
識
し
得
る
知
識
を
有
し.て
ゐ
た
な
ら
ば
、
か
 

>
 
る 

.弊
害
は
«

ら
^

^

^
で
：あ
^

。.："此
故
■
^
寒

ー

へ

の

方

法

に

隹

る

鄭

欺

饰

好

^

^

じ
蒙
を
罰
^

る
は
常
然
で
务
る
が
、
：：更
把
：又
現
«

の
.ま 

米
.M
fc
.於
け
.る
取
..引

所

制

庇

改
：
正
の
.概
要

 

..六
 

一

'
.
.
:
.
' s
; r
a

s
九)

.



米

闼

に

於

け

，る

取

引

所

制

度

改

IE
の
槪
粟 

六
ニ
：

2
.
四
六'6
> 

4

で
被
- *
人
を
錯
誤
に
陷
ら
し
め
易
い
行
爲
や
、
•又
は
不
必
要
に
不
明
の
行
爲
は
之
を

一

般
に
公
表
し
、
世
人
を
し
て
そ
わ
事
實
を
基 

避
：'^
し
て
恨
値
^
-
斷
を
せ
し
む
可
き
で
あ
る
。
資

本' *
鑛

亦
- »
會
の
進
步
を
促
が
す
最
も
有
カ
な
る«

濟
組
織
で
.あ
る
.に
が 
'
は
ら
ず 

; «
が
屢
之
非
難
の
的
と
な
る
の
は
知
識
あ
る
も
の
:'
衣
は
崔
己
-が
偶
/
/
.事
情
を
知
り
得
る
地
位̂

あ
，る
.た
め
に
.

r

こ
，0
知
識
を
利
时
し 

^

篇

-
<
舊

挪

無
_

名
_

上

猶

等

議
»

文
識
4
.:?
>
か

ら

，
で

あ

る
0
.
甚
だ
し
き
は
故
意
に
事
情
の«
明
困
難
な
る
'-
%

の
つ
を
市
場
：に

提
 

供
し
允
猶
利
を| 1
る
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
こ.と
^

; «
-

; ^
社

^ #
£

與
.献

: ^
る
所
は
な
い
。
.將
來
不
明
の
と
と
め
對
し
て
各
自
が
刺
斷
し 

之
に
ネ
0 .
:
^
衍
動
す
.る
:«
>
.妨
ょ
^

け
れ
；: ^
も

ご

激

在

旣

：に

胸

人

に

見

客

觀

的

：
に

明

©

な
系
事
實
を
故
意
に
隱
蔽
し、

^

人
: 0
損
^

其
於
て
：_

己
獨
り
利
す
る
こ
と
は
社. #
: *
刺
^

る
術
な
^

' 0
.み
な
^

ず

又

她

人
'5
:
害
す
る
の
行
爲
で
あ
るo
.
こ
，れ
則
ち
今
日

公
示
#

は
公
表
：の#

則(
p
r
i
n
c
i
p
l
e

 

o
f

 
p
u
b
l
i
c
i
t
y
)

が
特
r

主
張
唯
に
れ：

.之

が

統

制

經

濟

組

：織

の

重

要

な

る

」

原

則

と

な

す

诉

以

.で

•
 

.
 

.
 

一

.

.

.

.
-
. 

- 

.
 

■

.

 

.

あ

：
る:0
:
而

し
..て

麻

の

：原

則

始

最

#

ー'
般

輕

濟

政

策

上

の

碧
::
5:
な

す

悬 

て
、
特
に
公
衆
に
重
大
：な
る
影
響
あ.
 

る
事
業
^

は

I

步

：一,步
此
0

汸
法
が
行
.は
れ
て
ゐ
る
0

例
，<
^ -
齦
：行
^

臉
潫
€>
如
：: ^
之
：で
_あ
る
？ 

.

'

'

^

r

-ズ

グ
-

ル
ト
の
下
に
於
け
る
艰
引
所
政
策
の_

分
滬
亦
此
の
原
刺
の
法
文
化
に
外
な
ら^

い
の
で
あ
る
。
今
左
に
其
の
主
な

S

O

M

九

三

三

年

の

證

券

鳄

o
f

-S
3
3).. 

.

,

.

有

價

證

券

ば

：商

鹫

と

は

興

な

：

,

7'
.其

ぬ

實_
«
1
.
:
:
:

牧
.の

紙

片

：で 

券

自

體

に

よ

つ

て

補

斷

：す

务

こ

雀

袖

不

可

能

：で

弟

る

：

P
.柿
も
證
券
資
本
主«

の
.現
在
.で
は
佌
人
は
證
券
を
過
當
に
信
用
す
る0^

る
。
崔

已
.0
:十
萍
粒
々
'辛

苦

の

。結

鼎

た

石

貯

蓄

を

他

人

；
に

手

«

し

乏

：を

他

人

」

に

利

用

：
せ
：

.し
め
る
こ
：と
：何
人
も
容
易
忙
肯
ん
じ
な
い
も
の
.
 

で
：

あ
：：

る
：
が

、

V:

さ
.て

株

武

社

債

を

買

：
へ
，
と

^
:
へ
ば
案
外
容
扇X
之
、に
應
：ず 

い
：が
、.：
掌

證

券

：と
：

S

湯

の

；
背

舞^

則
ち
中
に
杜
其
の
着
社
め
內
容.も

經

營

考
, 0
人

胳

經

歷

金

も

知

；ら

な

い

0
、'只
證
券
が
事
業
の
實
物
か
ら
離
れ
て
獨
立
匕
寶
買
せ
ら
れ
る 

事
實
に
眩
惑
せ
ら
れ
て
之
を
荖
潜
オ
る
：の
で
'あ
^

:
從
：.つ
：て
查
ミ
誅
識
的
證
券
が
發
行
せ
ら
れ
、
，
又
は
內
容
又
は
將
來
を
誇
張
す
る
目 

論
見
書
、
釦
5:
:
受
け
て
書
く
雜
誌
新
聞
の
紙
事
を
信
用
し
て
不
當
の
相
場
に
，て
買
ひ
久
れ
る
の

.で
あ
る
。
此
故
比
證
券
が
發
抒
せ
ら
れ 

之
が
廣
く
|

般
に
竇
出
ざ
?>
;'

陶

ぬ

ぬ

其

の
.：證

：券(0
,-;
惯
備
$:
:
1
:斷
ず
る
に
充
分
な.る
事
實
を
公
表
せ
し
め
、
此
際
若
し
故
ら
に
人
の
判
斷 

I

誤
ら
す
虛
僞
の
事
賞
を
公
表
す
る
も
の
に
對
し
て
T

M
の
制
裁
を
與
へ
る
必
要'が
あ
る
。

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

. 

> 

.

1. 

.

.

. 

- 

.
/ 

. 

.

.
•
/
. 

J
. 
.

.
• 

• 

V 

• 

• 

- 

- 

• 

• 

• 

- 

- 

•
•
.
-
■•
•
•
■•
•
.
.
•
•
-
.

 

■
 

r
 

.

. 

. 

. 

-

 

.

而
し
て
從
來
此.の
種
の
政
策
は
國
に
ょ
り
綏
嚴
の
差
あ
は
る
け
れ
ど
.も
文
明
國
で
は
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
：を
實
際
に

'
 

行
ふ
に
は
從
來
ニ
つ
，
の
方
法
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
則
ち

(

1

)

取
引
所
が
之
を
行
ふ
場
合

(

2)

國
家
が
廣
く
一 

般
に
行
，ふ

場
合
之
で
あ 

る
。.
例
へ
ば
英
國
及
び
佛
國
に
は
一
一
十
世
紀
の
始
め
か
ち
目
論
見

# :
公

表

の

强

制

と

罰

則

の

規

宠

が

あ

つ

た

。

獨

逸

：で

は

取

'^
所

に

上 

場

：す
ー
る
際
ぬ

^

に
關
ず
：る
綿
齋
氮
を
規
定
が
叙1)
:
-ノ
.：そ
'の
«

表
は
.取
郎
所
を
^

て
之
を
行
は
し
め
て
ゐ
る
。
.
紐
育
の
株
式
取
引
所
も
亦 

市
場
.に
：證
券
を
11
:

場
ず
る
輯
に
は
從
來
極
め
：て
綿
密
な
る
審
莶
|!
-
行
ふ
こ
.と
ば
>
:
法
律
を
以
つ
て
之
を
駆
制
ず
る
獨
逸(0
-
取
引
所
法
以

上
.
1

,

け
れ
I

凡
I

證

霍

取

引

所

奥

■

蒙

に
^

場
.せ
^

れ

た

么

證

券

に

膜

ら

れ

：て
：
、

>1:

其

霉

の

泼

法

に

ょ

：
つ

て

、

I

般

；
に

廣

く

寶

却

せ

ち

れ

：
る

證

券

に

：
は

及

ぼ

.な
い
:0
此
の
故
に
米
國：
.
 

で
：
は

廣

く

；

」

，
般
'に
證
券
の
南̂
 ̂

(
B
i
g
-
s
k
y
l
a
w
)
'
:
:

啟
.る

も

の

が

.
一
九

 
一

I
V
年

以

來一多

く

の

：
州

に

實

施

サ

ら

れ

.て 

:

■

米
_
に
於
け
る
取
引
所
制
度
改
正
の
槪
耍

 

.

,

.

六
萃

.

(

1
'

四
六

1

)



米
.國
'に.於

け.る
.取:0
1

所
制
度
改
茁
の
槪
要
 

六

四

(

一
四
：■六11

)

來
た
。
け
れ
ど.も
洛
州
の
法
律
の
効
カ
は
他
の
州
と0.取
引
に
は
及
ば
な
い
。.又
共
9

內
容
が
州
に
ょ
つ
て
異
な
る
爲
に
非
常
め
不
便 

が
あ
0

た
、
偶
1

九
三
〇
年
直
後
の
證
券
市
場
に
於
け
る.デ
ィ
フ
レ
！

ン
日
ン
が
多
大
の
損
密
を
一
，般
投
資
家
に
與
へ
た
る
と
と

i
'

又
前
述
し
た
一
九
三
ニ
ー
三
年
の
上
院
委
員
食
に
於
い
て
.杜
撰
な
‘る
證
券
發
行
0'
..事
踅
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
获
に
取
引
所
法

. 

:)

と
#

に
.一
般
證
券
法
が®
^

せ
ら
れ
る
に
到
つ
た
？

一

 

九

三

，一
H

H

O

^
案
を
議
會
の
維
議
に'附
す
：る
に
際
し
て
大
紙
領
が
議
會
に
典
.

>>
:
へ
た
.貌
書
比
褒%:
:

尤
ぐ
本
&

の
：_

日
：を

嗔

か

に

ず

る

.
か

&'
友
に
そ
0 ;
苯
要
を
述
^

^

「

前
赂
丨
多
く
の
州
法
の^ :
«

す
、る
：に%;
^

ぬ
ら
^ ;
;

、
«
去
_
於
い
て
一
般
公
衆
は
證
券
を»

却
す
る
多
ぐ
：の
入̂

及
び
會
社
の
_

に 

_

げ
が
偷
.理
的
に
い
か
が
は
し
い
又
取
菹
な
ら
ざ
る
方
法
に
ょ
つ
.て
多
大
の
損
害
を
受
け
た
。
勿
論
聯
邦
政
府
ぼ
新
：た
に
發
行
せ
ら
れ

.

.

.

.

 

-
S

 

，
..
.

，
ベ

-
•

 
•

 
•

 

■

 
•

 

.

.

.

 
-
i

 
•

 •

 

•

 

.

 

.
.

 
.r
.
 

.

 

V

 

»

 

- 

.
.
.
.
.
.

 

-

 

.

..

..

..

. 

.

 

•

 
•

 
•

 

..

..
一

 

...

.る
證
券
が
.健
全
，に
し
て
そ
の.價
値
は
安
定
し
、
そ
の
證
券
の
代
表
す
吝
財
產
に
利
益
を
银
ナ
る
こ
と
を
政
府
が
確
認
し
尤
ぱ
保
證
す
る

と
'
一
般
に
.解
釋
せ
ら
れ
る
が
如
き
行
爲
を
な
し
得
る
も
の
に
非
ず
又
爲
す
可
き
も
の
で
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
各
州
に
苴
り
て
賣
却
せ

.

.

.

. 

.
• 

.... 

. 

• 

.
/ 

- 

. 

. 

、
 

. 

- 

. 

• 

.

.

.

.

. 

:

.

'

\

.

:

,

ら
れ
る
新
證
券
に
は
必
ら
ず{一：儿
全
な
る
公
表
と
資
料
を
伴
ふ
可
き
も
の
で
あ
り
又
證
券
の
發
行
に
關
す
る
本
質
的
に
重
要
な
る
要
素
は 

ニ 
.舊
と
濉
も
_

す

.

な
.<
公

衆

に

公

開

す

可

き

こ

と

を

主
張
す
る
は
吾
人
に
課
せ
ら
れ
た
る
義
務
と
信
ず
る
o 

.

.

而
し
て
此
等
の
事
實
を

吿

，ぐ

る

責

任

は

寶

方

に

於

て

負

檐

し

、

之
を
成
さ
r

り
し
こ
と
ょ

り

生
ず
る
損
害
に
關
す
る
擧
證
の
責
任
も
亦
寶
方
が
負
.ふ
可
き
も
の

\ 

1

.

:

-

 

.

.

.

.

.

. 

.
、

,■ 

- 

.

.
’

.

.
-
.
.
'

へ
-
.
.
.
:
,
.
. 

:• 

•

1

-

.

.

.

.

.

.

.'

.
:
.
• 

••

セ
^

る
1:
°

中

赂

：
一

本

；法

雜

.の

.
1
0
1的
と
す
.る
處
;«
:

公
逭
«

る
：事
業
に
は
出
來
得
冬
限
ぎ&

そ
0

干

渉

を

；少
.な
く
し
て
：1
般
公
衆
を
保
護
せ 

ん
i

す
；る
^

务
^
";
:

0

而
^

て
：こ̂

投
資
家
及
び
1|
金
者
：を
保
議
せ
ぷ
と
す
る
箸̂
の
廣
汎
#

る
目
饱
の
唯
.
1
.步
^

:

右
に
見
名
れ
る̂

う
^

1;

九一

焉
■

の
米
國
證
幾
法̂

之
を
公
.表
せ
し
め
、
之
に4
0

て
投
資
象
自
身.が
證
券
の
：價
値
を
判
斷
し
得
る
資
料
を
彼
等
に
提
供
し
や
.ぅ
。(
1
一)

他
人
の
資
金
の 

投

赘

を

誘

ふ

も
..の
.は

：ノ

こ

れ

が

會

社

重

役

之

：
に

關

與

せ

.る

キ

ス

パ

，
丨

ト

、
パ

發

行

引

受

人

':
-
證
淥
業
者
た
る
：と
を
問
は
ず
す
べ
て
、
受
託 

者
被
信
認
者
と
1>
て
の〗

高
ぎ
逾
德
標
_

を
保
持
す
る
こ
と
を
要
求
す.る
に
ぁ
：る
。
：
.蓋
し
之
れ
何
れ
も
皆
公
衆
の
利
益
と
投
資
家
を
保
酿

I.

.
 

'
 

.
 

,
 

. 

•
 

.■

♦

ん
：と
ず
！<
?
^的
'
に
出
づ
、る̂

の
.で
お
る
。〗

洵
に
此
0

公
共
の
利
益
0

ロ
：9
6 p

u
b
l
i
c

 

i
n
t
e
r
e
s
t
)
.

と
投
、資
家
の
保
護(f

o
r

 

t
h
e

 
p
r
o
-

 

、t
e
c
t
i
o
n

 

o
r
.

ぽv
e
s
t
o
r
s
-
)

な
ダ
語
は
本
法
及
取
：引
所
法
到a
處
：に

•.證
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事
項
の
，大
部
分
を
記
載
レ
な
け
れ
ば& *
ら
な
い
。
尤
も
之
ば
簡
肥.に
す
る
途
が
開
か
れ
て
あ
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.
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^
三
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琢
事
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寶
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#識
書
の
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填
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；
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又
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要

な
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叙

述
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恕
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時
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又
は
其
恤
の
職
業
的

H

キ
ス
パ
ー
ド
ゆ
證
券
の
職
入
者
に
對
し
損
害
の
..賠
償
を
す
み
責
往
が
：あ
る0
'
:

••
.
'
:玖

^ ;
%

 
一；•誠
ニ
ー
i
€
_

證
象
_

の
大
_

で
あ
る
？
而

發
行
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ら
れ
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れ
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へ
ば
登
錄
す
る
必
要
の
な
い
も
め.に
は
合
衆
國
及
汰
州
政
麻
公.債
を
始
め
其
他
市
債
以
卞
多
數
：の
.も
の
.が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ‘る
。
又
.
一
般 

に
發
行
額
十
萬
卵
に
達
し
な
い
少
額
證
淥
も
除
外
也
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
令
部

.が
舊
證
淥
と
交
換
に.ょ
る
新
證
券
の
發
行
に
し
てV

手
數 

料
又
は
何
等
の
報
酬
を
與
る
契
約
の
な
い
場
合
等
も
除
外
せ
ら
れ
る
。

：
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.
斯
の
如
く
今
日
來
國
に
於
て
膨
ぐ
證
象
ど
公
募
せ
ん
と
す
る
に
は
其
の
證
券
に
關
ず
る
軍
要
事
項
を
最
大
拽
す
所
な
く
公
表
し
な
げ 

れ
ば
為
ら
な
い
。
し
か
し
之
は
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外
證
深
以
外
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凡
て
新
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券
の
發
行
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就
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て
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は
.れ
る
の
，で
、
之
が
國
民
株
式
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引
所
に
上
場
せ 

ら
れ
る
に
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上
場
の
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愛
じ
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な
け
れ
ば
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ら
な
V
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引
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錄
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れ
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ら
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は
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^
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&
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取
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員
會
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提
出
1

、

，又.共
：の
持
株
數
に
異
動
あ-る
時
、
又
ル
持
株
が1

割
以
上
と
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り

た

る

時

は

其

都

度

翌
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內
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錄
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別
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檢
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け
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聯
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策

動

：で

審

づ

；
て
：之

が

爲

に

內

情

を

知

ち

な

い

^
:
の

が

大

な

る

損

害

を

蒙

つ

て

：ゐ

る

の

：

で

あ

.る

9 

‘

第
|
ー)

；
：
は

法

律

を

以

ポ

取

引

方

法

：
に

带

與

す

る

な

と

^

. 

V
 

. 

. 

' 

.

の
^

あ

名

；ぜ

れ

：ど

％

1

取

引

：
の
.技

術

的

仕

法
.の
>能

率

は

永

带
«)
經

驗

か

ら

來

た

：も

0
、
で
、
能

率' 0
高
き
上
に
於
て
は
典
型
的(0
も
の 

々
せ
ち
れ
^

を

ち

：；'叉
會
員
が
乎
數
料
を
增
大
：せ
：ん
と.し
：て
本
當
に
：投
機
取
引
：を
助
畏
す
る
こ
と
も
問
題
と
な
.り
批
難
す
る
も
の

も
多

,か
^

た
辨
ご
权
は
轍
り
取
引
所
の
が0 '
弊

と

ぼ

見

ら

れ
%

ぃ

默

が

ぁ

：る

。

"|
叉
或
：̂

_

制
限
せ
'ん
が
爲
^̂

..
 

.
 

.

 

: 
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.........
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.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

'

す
べ
し
と
者
ぶ®
泣
ぁ
つ
.怒
が
何
づ
'れ

に

炫

で

ぞ

米

國

め

板

引

所

立

法

故

此

等

办

涵

^

多

,

「

法
律
^

ょ
-る

銃

黎

寶

買

方

法

：に
關̂

る
銃
制
と
自
ず
可
き
主
な
る$

の
.を
宠
电
揭
.げ
4

0 

.

j

脊

ー

代

價

操

縱

沾

_

す
备
統
制
-
'

V'

点
 

.

广

取

引

所

舊

欺

靡

炙

ゅ

適

豪

ぢ

ざ

嘉

碧

友

つ"て
諝
券
市
場
|:
:

操
縦
ず
各
ゆ
§

を
指
摘
1,
、
之
‘を
_

が
ル
が
爲
め
各
場
合 

^ '
規
定
し
丫̂

お
抓
^

し

か

妒

洗̂
以

で̂

啉

で

じ

無

修

件

匕

木

赏

な

が

の

^

ぁ
る
が
^

各

咗

珉
&

な
卽
的
^

た
め
に
扣
ひ
ら
れ
を
場
合
お
を
を
の
へ
は
这
釔
翁
&

め

榦

制

の

卞
^

條
件
付
に
認
め
て
ゐ
る
。

(

1
:

)

:：.
禁
|1
:
.立
脉
た
る
行
爲.：. 

：

巧
こ
：

ー'ぞ
'
;.:
:

:

:

^

•
:

$
 

.人
を
K

ら
l>
tr
る
が
如
き
市
況̂:
造
を
！1
2的
を
以
'.つ
<
て
す
る
假
想
賣
買
、

(

所
有
權
の
移
轉
を
生
ぜ
ざ
る
馴
合
寶
買

(

§
5
1
1

m
.
3 

■

.V 

c
.、

(

b

>
 (：

导
と
同
；̂
ぎ
* .
轉
の
¥

が

同
—
人
 ̂

値
段
で
寶
買
兩
注
文
を
發
十
る
こ
と 

、
贫

a
t
^
l
!
e
d

o:r
d
e
r
)
(

廻
し
玉
注
文)

ン.

ン
'
<
0!
ひ
#

备

酿

致

し
'て
ゼ
定
0:
讅
券 

_

族
吹
敗
卯
を
抒
ひ
戚
つ

」

て
外
見
ゼ
叉
實
際
上.活
蘇
.な
を
寶
買
取
引£
往
ひ
爻
は
代
慎
を
騰
貴
若
く
は
下
落
せ
し
め
る
行
爲
。 

::成
ゆ
攀
呔
證
餘
引
賢
賺
が
證
象
ぬ*

1

^
際
1,
實

際

に

屢

：
々

#

ぶ

所

で

ッ

」

恐
^̂
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d)

 

>他

人

を

詠

ひ

て

或

る

，證

淥

•を
賨
り
又
.は
» '
は
し
办
る
、目
的
を
以
つ
て
、
他
人
が
市
場
操
作
を
行
-ふ

が

故

.に

當

該

證

淥

の

禪
 

場
が
騰
资
ダ
、
ば
卞
落
す
、可
し
と
の
情
報
を
膂
澉
.の

營

業

行

爲

と

，じ

て

流

布

す

る

と

と

。

(

e

o

他
人
を
誘
ひ
て
ー
宛
の
證
券
を
資
各
又.は
買
は
し
め
?>
'

目
的
を
以
つ
て
故
意
に
虛
僞
又
は
他
入
を
誤
ら
し
む
る
'が
如
き
1

.

.述
を
t

す
..こ
-と
®
' 

.

.

.

.

.

へ(

2

>

次
に
述
爻
行
爲
を
忭
ふ
時
は
娄
員
會
の
觉
む
る
規
則
に
準
據
し
な
け
れ
ば

.な
ら
な
'
:
5
0 

\(

a)

相
場
を
釘
付
又
は
安
定
せ
し
め
る
爲
に
賣
買
す
る
こ
と
。

'

(

b

v

ブ
2>
_
ト
*
コ
ー
ル
•
ス
ト
ーK.

ッ
ド
ル
，等
に
關
す
る
取
引
。

(

C )

空
寶
^,
1

び
ス
ト
'ッ
ブ
H
 
ロ
ス=

ォ

ー

ダ

ー

は

黍

員

會

の

、
規

則

に

準

據

せ

ざ

'れ
ば
之
を
行
.ふ
と
と
が
出
來
な
い
？
此
の
項 

.•
;

_

項
ぼ
肌
«

仿
價
操
縱
で
呔
な
い
が' 
操
縱
的
欺
赚
_

段
と
し
て
委
員
會
統
制
の
，下
に
镫
か
れ
て
ゐ
る
.。.

-
,
:心2 :
^

;
、其
«

の
* :
縱
的
欺
瞞
的
象
紅
用
び<

.(

5 ,
會
社
役
員
取
締
役
及
ー㈣
^

五
の
# -
數
钇
罾
ず
も
カ# -
*

の
空
賣
り
又
：ほ
信
鹿
に̂:
-
豪

ず

る

と
«

は
魅
|
止
^

ら

^

て
ゐ
ハ 

る

>°
>
則

ぢ

彼

等

が

株
|:
-
所
有
せ
ず
レ
.で
寶
却
す
る
こ
と
、
叉
は
.所
荷
す
る
も
後
一
ー
十
日
以
內
に
受
渡
ぜ
ざ
る
こ
と
又
は
賫
却
後
艽
日
以 

内
ば
發
送
’

Q
.

爲
め
郵
便
其
他
遝
，送
に
託
せ
ざ
る
こ
と
。

-
 

-

一一一

)

，
私
机
脱
# *
員
CD
:
,營
業
ぢ
奪
託
* ;
S

に
限
；る̂

文
ぼ
委
®

 
_
B;
鹭
篤
欹
_

獨
立

• 

; 

.

.

. 

•

か
は
常
£

取
引
：所
制
虔
土
の
：問
題
と
な
つ
て
ゐ
る

c

 

i

:
で
.は

偷

敦

叉

：
は

：巴

逝

ぉ

巍

な

1)
;
-;>
趣

則
(0
.
^
:で
：^
|

を
金
<:
'

自
由
と
な
し
：て

ゐ
：る
0
:'
'
然
.る
：
に

新

取

引

所

法

：
で

ほ

公

共

(6
利
#

叉

は

畫

家
保
議
の
爲
.め
迄
 

し(
又
：
は

之

を

制

限

す

る
權
限 

を
證
券
及
び
取
引
听
委
員
會
に‘

べ
て
ゐ
る
.:°
則
ち
：委
員
會
は
取
引.所
會
員
の
取
引
：所
市
場
に
於
け
る
自
己
寶
貢
を
全
然
禁
止
し
叉
は 

制

限

す

：
る

權
_

有
1>
、
；又
取
引
所̂

於
け
る
市
場
外
の
取
引
に_
1>
:
:て
：會

員
<2
>

自
3

賣
冥
が
過
度
に
な
る
を
防
ぐ
爲
に
之
を
銃
制
す 

る
權
限
が
與
べ
ら
れ
尤
ゐ
る
タ
委
員
會
が
.此
等
IG
關
す
：る
詳
細
尨
規
定̂

作
.る
に
ば
鞘
取̂

引
.だ
免
除
證
券
、
端
株
取
引
人
及
び
スパ

>
 

シ
ア
V
K
:ト
の
.取
引
並
it
地
方
の
小
取
引
所
に
就̂

除

外

例

を

設

け

る

こ

：
々

が

認

め

ら

：れ

■て

：ゐ

る̂̂
^
^
:ハ
-
、

ブ
へ̂
V
力

卞

^

T
:>
f

;
L

¥
j :
:

 ̂

而
し
て
此
，の
規
定
は
單
に
取弓
'所 

■
會
M

丈
け
：で̂

ぐ
5
‘會
員
を
通
：じ
て
取
引
ず
：る
避
般
仲
賈
人
^

も

適

用

せ

：
ら

れ

る

'0
:
_
ち
凡
^̂

せ
ら
れ
る
0
:
:そ
0

制
限
は
次
0 :
:

如
き
も
§

で
；ぁ

る
-:
0

' 

' 

V ::;
'
:v
:

v 

.

?)

ブ
ロ
1.
'

戈
1

と

デ

イ

ー

ラ

ー

を

^

ね

重

の
.は
過
:̂
六
.ケ
.：月
议
內
に
自
ら
寶
出
し
又
は
：シ
シ
：デ
ィ
ケ
^
:ト
の
^
良
と
し
て
關 

係

し

た

る

蒙
I

し
I

信
用
を
S

1

引
I

じ
又
は
f

養

B

デ
イ
i

フ
ー
を
兼
ね
る
ブ
ロ.丨
方
1

は
客
に
對
li
>
自
分
が
自
己
計
算
で
な
す.か
其
の
.客
又
は
第
一1

一
者
の
ブ
ロ
；

.1
力
ー

と

し

て 

な
す
か
'T

ぞ
o

旨
を
文
書
を
以
つ
て
示
す
.に
非
ざ
れ
ば
客
の
爲
め
寶
貿
し
、
又
は
客

^

寶
買
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。.':
' 

T
 

:

V
.K -
引
所
^

は
證
券
及
び
取
引
所
委
員
會
に
對
し
ブ
ロ
，

.
1
ヵ
ー
、
と

デ

イ
1

ラ
ー
と
分
離
す
る
か
、
少
な
く
と
も
之
を
制
限
す

「

る
權
限
を 

與
へ
て
：ゐ
る
け
れ.ど
養
兩
者
を
焭
全
に
分
離
す
石
こ
と
杷
；就
て
は
確
信
が
な
く
其
後
の
硏
究
に
委
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。

.

米
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.•来

.國
に
於
け
る.取
引
所
御
度
改JH
の
0
要

. 

七
-

(
1

四
七
0

ノ 

-

七

取

引

所

統

制
2

そ
の
.銃

制

機

關

ー
.

、

:
以
浪
砮
^

は
米
國
政
府
が
士
九1

ぃ1年
以
來
徹
底
的
'に
奋
國
產
業
.の
®
^
^
^

#

取
引
の
統
習
乘
り
出
し
喪
こ_と
^

埤
べ
允-'

:

0

耑

し
%

4
汍

裏)

：寒
^

事
須#

1

般
■に
公
表
す
名
で
七
を
主
眼
と
も
、
：

1

九
莒
四
年
0
:取
9|
所
法
ほ
：證
券
が
公
け
め
：市
場
：に
於
ズ
取
引
せ
ち
れ
て
居
る
限
り
絕 

爻
ず
之
に
關
す.る
：重
要
|

^

を
公
^

し
:1
-

つ
：其

他

め

銃

制

を

成

：

'さ
：
ん
；と
#

篇

：も0

で
^
名
-'
9

然
ら
ば
自
由
を
尙
ぶ
泶
國
は
如
何
な
る
法 

律
土
め
稂
據
か
ら
之
忆
國
家
干
涉
を
加.
<
#名
^
到
わ
た
か
--
0

糊
ち
聯
_邦
政
府
：は
憲
法
土
に
洲
際
商
業
及
び
郵
便
制
度
を
銃
制
す
る
權

.
 

力

が

興

へ

、
ら
：

^

て
：'ゐ

る

，

此

點

か
.ら
政
府
始
證
券
法
の.銃
制
；に
服
し
為
い
證
券
、に
は
州
際
通
信
交
通
運
搬
等
の
利
用
：を
禁
ず
る
こ
と

_
 

.が

出

來

ゐ

と

 

一

K
.

ふ
粮
據
に
#

つ

无

^°
同

や

^

妃
聯
邦
洲
政
府
轉
チ̂

べ
各
卵
5 6

'

の

郵

便
. ^
ほ
あ
方
ゅ
名
商
業
土
の#

段
^

^
灰
利
用
す
名
で
と
を
許
さ
な̂

oぃ
則
ぁ
取
引g

法
は
政
府
に
登
記
し
た
取
⑴
所 

で
&

け

れ

.ぼ

取

引

所

利

用

の

自

的

'%
取
々
で
各
州
間
：の
；郵
便
及
び
：商
業
の
雜
設
を
刹
用
す
る
こ
と
そ
許
さ
な
い
。
ノ

單

.f
c

そ
の
取
引
所̂
 

で
な
く
之
を
利
用
す
る
會
員
も
亦
そ
の
利
用
が
許
さ
れ
欢
如
タ
而
し
て
此
わ
利
用
の
便
益
を
得
ん
么
す
る
に
は
證
券
及
び
取
引
所
委
員 

會H

登
錄
し
な
け
れ
ば
な
ら
：な

い:&
と
に
な
や
て
ぬ
る''
0
:此
£

登
記
赴
ち
れ
た
取
引
所
宠
國
民
證
券
取
引
所
.(

N
l
o
J
l se

c
&
t

筹
 

_

a

n
oq
e)

' i
稱
ん
て
：ゐ

る
;'
°

而
:1
>
:て
取
引
所
说
贾
に
登
記0
申
請
に
際
じ
で
->
:自
ら
：取
引
所
法
ぬ
規
定
並
び
：に
取
引
所
法
に
ょ
る
各 

稱
の
取
籂
規
定̂

服
し
、
：

(

又
爸
の
龠
員
灰
し
ヤ
达
に
诹̂
し
：：め
冬
智
の
：承
諾
受
與
^
な
設
れ
ば
な
ら
な
い

' 0
''
:

つ
ッ

^̂̂

.
5取
5|
所

取

引

の

辭

據

金

：に

關

す

る

事

項

_

聯
邦
準
備
制
虚.の
耸
腦
機
關
.た
.る
聯
邦
準
備
局0
管
轄
卞
に
ぁ
り
、
又
同
準
備
局
は
取
引

所
法
に
寒
き
て
：詳

細

書

取

締

既

定

：を
：戟
妙
洛
權
限
が
輿
へ

^

舴
て
兔
：!|
>
.;0
し
：か
4

取

别

所

の

：
取

别

に

關

す

る

其

ー

箸

は

悉

く

此

の

證
 

券
及
^

取
則
听
委
員
會
の
：權
限
に
屬
す
る■«
;
此
の
委
員
#

は

取

引

所

法

に

：
ょ

り

特

：
に

設

げ

ち

れ

春

置

0

取
引
所
行
政
官
廳
で.あ
る
。 

大
統
領
の
任
命
す
各
五
名±
が
^

げ
锒
期
は
5:
:

年
^ :
あ

，

る

。

「

«

米

國

取

引

所

法

の

 

規
定
は
詳
細
|:
-酿
办
て
ゐ
^

げ
れ
^

^
、
而
も
允
# =
»

味
極
か ̂

そ
の
.詳
細
な
る
點
は
委
員
會
が
細

■
,
- 

, 

• 

•

■■
■■
' 

'• 

，
• ■ 

* 

' 

パ

.

.

亂
を
'队
つ
，て
定
む
る
こ
と
、
し
て
あ
る
。
.
時
時
の
事
情
に
應
じ
變
更
又
は
決
定
す
る
も
:(
0
^;
.
極

め

て

多

い

、

又

取

引

所

の

取

引

、
そ

.、の

.

. 

V 

'.
•.
.
.A'.
. 

.

.

.

.:

..'

. 

- 

; 

.

'
'
'* 
..
..
'.
..
..
..
.
•
-
.
'
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■
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.

,

規
定
、
：#
員
の
：取
締
等
に
關
し.で
も
委
遣
會
は
殆
か
ぜ
：絕
對
时
の.權
限
を
有
し
て
ゐ
る。

、

,'

.
“
.妨
れ
ど
も
池
：方
小
；取31
昕
：で
.あ
つ
：；で.其
^

取
引
高
少
漱
::
<
-
爲

に
:-

±

^

1
:
般

社
' #
の
：.麗

際
的
：で
1

叉
：必
要
で
も
な
く
叉
響
な
ら
茗.る
も
や
は
當
該
取
引
斯0
禮
_
に
邊
洁
も
の
；登
記
が
免
除
せ
ふ
れ
ヴ
ゐ
る
。
、

:

:

<
:.
'
-
-場
外
證
券
取
引
' 0
減

制
5
 

:

»
券
.の

舨
.3
|

は
取
引
所
¥

げ

汶

は

：#

い.0
尙

場

外

比

於

て

非

嘴

に

，
多

額

: ^
取
引
.が
狩
凇
れ
る
3 

(

.
T
h6
':
o

-

v

^

-

t

^

-

'8
§

t

?

^
'^
k

s

^

^

で
寶
質
ぜ
^

れ
る
も
の
^

^

^

^

姆
於
て
^

ー！.

：ー.四

年

の

取

.引

斯

 

に
對
し
以
上
の
如;'
:

<
- «

だ
し
: %

顏

®

^

^

へ 

る
寒
ら
比
事
業
會
社
自
：治
團
體
の
中
に
は
そ
.の
：證

翁
, ^
取
引
所
に
上
«

す
る
^

と

を

忌

避

し

却

つ

：
て

' «
-,
#

文

場

外

布

場

ボ

_

ら

し

む

る
 

恐

れ

が

あ̂
夕
：
從

つ

そ
^

を

防
£

す
^

|

^
は

参

踢

外

嵌

爲

文

％

:赚
制
'レ
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。.さ

丨

文

て

：名

に

_

り

艰
*

な

_る

銃

制 

を

加

人

：
石

時
^

^

來

此

：
<d
w

* :
q
.み

に

：：ょ

タ

,
 

-

.

.
七
三
 i.. 

.
 

.



米
國
に
於
け
る
取
引
所
制
度
改

-3
£

の
.槪
要 

.

七
四

2

四
七
I
d 

取
引
又
.は
現
物
商
の
.法

，文

又

は

相

手

方

は

多

く

同

：
ー

洲

內

.の
居
住
者
で
あ.る
か
ら
之
に
統
制
を
加
へ
る
憲
法
上
ぬ
根
據
も
‘取
引
所
の
*
 

合

の

；如

く

明

か

で

な

い

。

此

.故
に
取
引
.所
法
は
場
外
市
場C

滋

に

市

場M
a
r
k
e
t

と
は
寶
貢
に
對
し
て
便
宜
を
與
ふ
る
市
場
で
あ
っ
て
-*
* 

之
は
多
數
の
人

.々に
よ
っ
.て
維
持
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
又

 

一
. A
の
人
に
よ
っ
て
維
持
：せ
ら
れ.る
場
合
も
あ
る
。
例
へ
ば
一
ぬ
に
賣 

り
又
買
ふ
も
.の
は
一
人
で
あ
っ
て
も
此
の
意
味
の
市
場
で
あ
る
。
.從
.っ
て
一
般
市
場
は_論

：！

|
券

寶

買

業

者

仲

賈

人

も

皆

之

：：に

_

す
> 

は
證
淥
及
び
取
引
所
娄
員
會
，の
統
制
の
下
に
置
い
た
け
れ
ど
も
、

.其
の
.方
法
は
取
引
所
に
對
す
る
も0

と
は
著
し
く
異
つ
；
.て
て
ゐ
る
。
，
 

則
ち
取
引
所
の
場
合
に
は
取
引
所
も
亦
證
券
も
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

.な
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
ー
ー
州
_

に
苴
る
取
引
を
な
す
證 

券
業
者(

ブa

丨
力
ー
' X

は
：デ
：
ィ

：
丨
、ラ

ー
o
則
飞
塲
外
市
場
の
場
合
に
は
證
综
業
者
自
ら
を
.委
員
#

に
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いQ
此 

の
螢
記
'邛
請
_

し
'规
定
す
^

所
0-
資
格
條
仲
：に
違
反
ず
る
所
が
允
げ
れ
：ば
受
付
後
ー
1
ー：十
日
に
し
て
効
ヵ
を
生
ず
る
。
薔
し
現
物
商
の
.
 

免
許
制
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
登
錄
せ
ら
れ
た
證
券
業
者
は
別
に
委
員
會
の
觉
め
る
群
細
な
親
定
に
拘
束
せ
ら
れ
る
。
.若
し
之
に
違
反 

す
れ
ば
免
許
は
取
消
さ
れ
る
。
そ
の
，主
な
る
事
項
左
の
如
し
。

(

一)

登
錄
せ
ら
れ
た
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
は
次
の
ニ
っ
の
場
舍
の
外
場
外
取
⑴
に
於
て
賣
方
及
び
買
方
双
方
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る

.
■

二

.

.
：

-
- 

-
 
•
 
■
 

•
 

,
 

'
 

.
 

-
 

.

.

. 

,
 

•
 

、

匕
と
ぢ
許
さ
れ
だ
い
。

：

 

' 

ノ 

:

:(

 

a )

取
引
成
立
の
時
又
は
そ.ゆ
前
に
寶
買
双
方
よ
り
文
書
又
は
電
報.に
よ
る
承
諸
を
得
た
る
場
合
、

免

^

取
引
成
立
前
に
其
の
事̂

ど

寶

主

及

び

買

主

ー

に

文

* '
^
 ̂

/

:〈

:■

'パ0
1

)

登

錄

せ

ら

れ

だ
"フ

ロ

ー.力

ー

又

は

デ

イ

ー

ラ

ー

は

寶

買

成

立

の

時

又

は

次

に

述

べ

^

事

實

を

文

書

を

以

.つ

て

委

託

者

に

吿

ぐ
 

る
に
非
ざ
れ
ば
、
場
外
取
引
に
於
て
委
託
者
の
爲
杧
又
ば
委
託
者
と
取
引
す
る
と
と
を
許
さ
れ
な
ぃ
。

:(

a:
^ :

'

彼
が
自
己
の
離
算
に
於
て̂

ィ
ト
ラ
ー
と
し
て.、
.
又
は
か
^

綦
委
託
者
の
舊
に
ブ
ロ1
丸
1
.と
1>
^

め
ブ

.

ロ
.

1

.力

.
'
1^

し
て
行
働
し
つ.5.
...
あ
.る
こ
.と
0
.

M 

c
b '
.

)

；
 

'蒞

し

あ

の

：
委

託

者

^ :
爲
に
^

.
ロ
：1
力
t

ど
し
で
行
動
し̂

\

ぁ
：る
'時

ゆ

そ

；
の

ー

相

序

方

た

る

賣

主

豕

は

買

主

.と
0

各
取
引
の
日 

及

時

間

藉

ぐ

ゆ

要

求

：に

:̂
.
り

右
0

事
項
を
通
知
す.可

き

，旨

/
.

」

 

ノ 

(

&

3

委
託
者
の
爲
'吳

*1
'
:
1ネ
”

と
^

て
符
動
し
つ
\

ぁ
.る
時
は
自
ら
の
受
く
る
手
數
料
の
高
及
び
他
の
ブ
ロ
.丨
ヵ
；
を
刺
用
し 

だ
る
時
は
.之
，に
支
拂
'ふ

手

數

料

：の

.靡

:,
-
.べ
广
5

^

息

-,
.
'缺
が
實
際
に
そ
0

證
券
0

發
行
者
に
支
配
せ
ら
れ
を
名
か
ゾ
自
ら
發
行
者
を
支
配
す
る
：か
、
又
發
行
者
'の
共
同
統
制
下
に
あ

る

時

は

其

匕

日

タ
'
:
.
.
:
•
'.
、
;
7
',
.
:
.::
:
”：-

:'
'■
•
..
广」

'V
,
r 
y
.
.
,:

、：：
 

一
 

v
'.
:
:
::'
:
,
w'.
'

V,
.
H 

"

,-.
:v
-';'

:
:
'
:
'
.
'
h 
n :

:
:

.

.
:

(

君)

：
：
證

券

に

關

し

報

酬

を

受

け

て

.取

引

上

：の

意

見

を

述

べ

又

は

他

人

ょ

ゎ

寶

買

0
_方
針
、

^

' . 

市
場
に
於
て
次
ぬ
述
べ
る
寶
買
を
行
ふ
を
得
ず
。

o

d

。
典
暮
券
業
漭
が
現
在
强
弱
の
地
位
に
立
づ
證
券
ゝ
—

ら

金

融

上

の

關

係

ょ

り

賀

ひ

集

め

^

又

は

分

寰

し

つ

乂

ぁ

る

證

券

又
 

は
オ
プ
を：

ョ
K
關
係
を
有
す
る
證
券
を
自m
o

客
の
鎢
に
>
:
又
は
客
：-<
»
:敗

引

す

る

乙

：
％

.
猶
 

り
収
引
瘅
に
文
書
又
ほ
電
報
を
以
つ
ぺ
て
承
諸
を
得
た
名
時
は
此
の
眼
げ
に
非
ず

。〉

'

.

'

’

.
:
:1 ?
0

;
彼

又

は

皞

の

氏
^

の
本
人
た
る
第2
笤
の
關
保
せ
る
針#

に
於
て
委
託
者
に
證̂

.

.

.

.

.

.

.

. 

, 

..

.•

各

取

引

每

迄

文

書

又

：は

電

報

に

i
 
る
：承

諸

あ

.：る

時

は

此

0

眼

：(€
非

ず

。.,
'
;

(

>

'.
:

'

'

:

'

^

^

•

:.
,
v'v
:4

.:

::

l

l

l

i

s

l
-

:
.
. 

.
ニ

ま

.(

I

I

)

.

:



.
:
:米
國
ば
於
け
：.2
»
:取
31
所
制
度
改
茁
の
槪
耍.'
て

.

. 

.

.七
六
：

.(

一
 

西
セ
四)

る
。'
.場
外
取
場
の
場
合
に
於
て
一
も
行
爲
そ
の
：

f

直
接
抑
腿
す
る
の
で
は
な
い
。
公
表
のM

m
を
强
要
し
、
そ
の
ー
大
矹
^

の

...
 

-
 
•
 

-

下
に
：な
ら
ば
行
動
ぬ
自
出
を
許
し
て
ゐ
る
.の
で
あ
る
。

•

■
_
•

.
:
’

■
• 

, 

:

■

‘、

:

■

ぐ
へ
¥

で
？

：
.'”
';.'

::

久

及
 

.

.'

以
上
は
最
近
：米
國£
於

け

る

取

引

所

取

引

統

制

の

大

要

，で

.あ

る

-:
0

:
左
'に
以
上
の
叙
述
を
窮
約4

;?
'

多

少

ぬ

私

見

を

加

べ

て

見

％

。
：

'
,

.

.

-

.
 

.
 

.
 

.
:>

• 

- 

一
.
.
.
‘.

 

- 

.

.
:

••
•

-
.-.
.
.
.
.
.

取
引
»

の

社

會
的
職
發
失
要
起(?
>

玲
1
っ
を
擧
ヶ
る
で
あ
が
出
來
る-<
>
;
思

：ふ

で

ソ
1:$̂
:

じ：
-.
'
;̂̂̂
^
^
 ̂

:
.
.
r
v
- 

 ̂

 ̂

-
-
v
'

. 

..............

-.

-

.

.

 

......... 

' 

'
 

.

k

第
一

「

级

有

價

證

黎
t

手
放
ざ
ん
.と
：す
る
人
か
ら
、'

之
を
求
め
ん
と
す
る
人

Q

手
に
自
由
に
移
動
せ
し
.め
石
こ
と
:0

則
ち
常
に
自
由
な

る
寶
貢
の
機
會
を
得
せ
：
1>
む
る
亡
と
。

,,
•

K
.
.ふ
へ.

;:
;
.
:
:
V
: 

...
 

“，

■:
.
 
ノ〈

へ
,:.

〕

：：
..
'
:
■
，.
一
 

ろ

':
'
:: 

r 

,;
■'
;■:
 

y
?
:
M

 一：： .：
::

バ
.

一:

: 

:■
'
:第I

#

證
券
に
迅
速
容
易
な.る
換
氣
性
を
附
與
す
る
こ.と
。
則
ち
證
券
の
所
有
者
に
し.て
：債
務
：の
返
還
又
は
其
他
の
目
的
の
爲
に
貨

■ 

• 

’ ：

圓

■

■

.

 

•

- 

. 

.

锵
を
必
要
各̂

る
.時
は
其
の
^

持
.證
券
を
竇
却
す
冬
こ
と
に
よ
っ
て
出
來
得
各
限
ね
：迅
速
に
.そ
.の
目
的
を
達
ず
る
こ̂

が
：出
來
.る
。
，
.
 

A

第
一1富

：證
券
ー
.に
對
す
る
評
價
作
用
？
過
去
現
在
將
來
の
收
益
及
び
現
椤
資
產
を
_
礎
と
し
セ
單
に
そ
の
證
券
所
有
者
の
み
で
な
く
廣

.く
：

1:.

般
社
會
CD
;
:人
.冬
^

據
り
得
'可

き

代

價

を

舉

岑
；0

4

.へ

 

>
-

•
.:
■

-:
:
“ 

ベ
:
/

.
•■
'

.

;;
v.
:

i

y 

, 

■ 
.

&

 

, 

, 

.
;

:

:
.
.
 

鼷
_

0

取
引
脱
投
機
取
引
が
箔--
職
能
：に
對̂

て
.は
之
を
完
金
に
盡
く
し
て
ゐ
た
。
又
第1£
'
對
し
で
は
相
當
程
度
に
、
之
を
よ
く

し
だ
が
し
.か
じ
必
ら
ず
1>
;
‘

適
當
ど
茇
ひ
難
ぐ
，.§'
ー.ー

職

能

に

對

し

て

は

其

，の

作

用

最

も

劣

り

::
;
'而
1>
.て
第
ニ
：の
作
用
の
不
党
全
も
亦

‘ 

.

.

...

■

...

.

.第
三
の
作
用
の
缺
點
加
ら
來
る
も
の
が
'多
い
の
で
あ
る
。

，

取
引
所
相
場
.は
常
に
經
濟
の
實
勢
を
先71
£

り
之
を
豫
示
す
る
こ
と
は
屢$
耷
は
れ
た
所
で
、
特
に
財
界.の
火
ょ
<

勢
を
示
す
と
。
此

事
は
多
ぐ
の
場
合
に|

で
あ
ふ
げ
れ
ど
も
。

ー^

-:
丸
¥

の
恐
衞
に
於
セ
は
同
磐
に
業
界：9 

ど
も
、
谕
.以
：つ
で
.之
1

豫
示
す
る
ど
と
が
出
來
な
か
つ
た0

叉
« -
令
財
界
の
#

勢
を
*

承
す
：る
場
合
で
も

^ '
■

:

過
太
に
誇
張
ず
る
、：
換
言
す
れ
ば
代
價
の
變
1 6

を
不
當
'に

尖
銳
化

す

る

傾
向
，が

あ
，

る
”
o

若
し
一
般
に
信
ず
る
如
く
投
機
力
證
券

の

價 

値
を
適
當
ぬ
評
價U
# -
る
な
ら
ぱ
、
:'
■
 
■
證
券
の
猶
場
は
若
し* -
際
收
益
：に
激
變
な
き
眼0'
之
を
资
定
、せ
し
め
が
作
用
が
あ.る
道•
现
で
あ

%

.

け

电

私

が

米

の

銃

針

的

硏

究

：に

ょ

る

^(

i

過
.度
の
：投
機
ぬ
常
に
相
場
を
激
變
せ
し
め
も
、
令
 

の
_

場
|

然
投
機
の
行
は
れ#
^

證
券
忆
雄
し
激
變
の
麼
は.少
な
い
と
.さ

れ

て

、
ゐ

る

。
，
茲

に

投

機

者

^

投

資

家0 

^
 
;
他
^

事
情

.

を
同
じ
：̂
す

：
れ

ば

投

資

家

は

代

«

の
安
定
：を
宴
求
す
る.
0
而
も
投
機
者
は
相
場
の
：變
動
を
耍
求
し
、

•

屢
夂
镇
極
的
に
激 

變
玄
惹
起
令.

^

^

0
::
而
も
此
の
弊
害
は
事
情
に
迕
な.る
：鮮
小
投
機
師
疾
ょ-.
<

>

て
：過
度
&

助
：長

'.
'.
,

へ
過
度
の
：
投

機

は

結

局

^

&

る
取
引
所
の
當
然
行.ひ
得
可
き
職
能
を
も
行
ひ
得
ざ
ら
し
め
尙
社
會
に
惡
影
響
を
與
.へ
る

も

の
で
あ
る 

:
^

い
更
^

叉
こ
0

過
輿
の
.投
機
社
產
業
資
金
を
投
機
に
吸
收
す
る
こ
と
：に
ょ
つ
.て
他
の
產
業
の
發
達
を
阻
害
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る

„此
等
の
1

^

^

及
嫁
才
變
の
授
機
は
左
：の
方
法

)

に
太
つ
.

(

て
投
機
取
引
を
統
制
し
て
其
：の
弊
ー
を
防
ぐ
こ
と
：が
出
來
る
。

:
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